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京都大学 博士（工 学） 氏名 Elezabawy Ahmed Kamal Elsayed 
深刻な要因となることに注目し、デルタの 100 年後の気象量再現値から蒸発散量や気温変
動を考慮して、農作物の水需要量を推定した。これを満足させるためには、現状の揚水量
（2.4km3/year 程度）を大幅に増加（3.4km3/year(現状の約 1.4 倍)）させる必要があり、
この増加量（1.0km3/year 程度）を既存の揚水井ごとに一律に増大させると一部の揚水井の
水位が長期的に低下することが明らかとなった。そこで、持続可能な揚水を維持するため
には揚水量分布の空間的な効率化が不可欠であり、その方策として、地下水揚水の定常基
礎式を変形して、モデルで得られる地下水位分布や透水係数・帯水層厚を用いて現状から
物理的な可能限界までを示した指標を定義し、揚水井毎の地下水揚水可能ポテンシャルを
その指標で数値化し、月毎に同指標を変化させながら揚水量の空間効率化を行って、水需
要増分を賄う適応策について検討を行った。その指標には同時に塩水くさび位置も考慮さ
れており、塩水が存在する可能性の条件を満たす地点が発生すると揚水がゼロとなるよう
になっており、その停止した揚水量が他の揚水井に負担されるように定義されている。な
お、気候変動の影響としては、海面上昇に伴う塩水くさびの増大の影響も同時に検討しな
ければならないが、淡水地下水の貯留量に変動はなく、また、今回の検討で対象とした揚
水井は、中流域から上流域の塩水くさびの存在域外に設定しているため、議論の一般性は
失われていない。 
 
第６章では、本論文の主要な結論をまとめ、今後の課題について記述している。 
 
 
